
3ー労働者の安全及び衛生の確保

労働者災害補償保険法第2 9条第1項第3号に規定する業務災害の防止に関する括動に対する援助,健康診断に関する施設の設置及び運営その他労
働者の安全及び衛生の確保のために実施する次表の事業について,成果目標を設定するD

事業名 目標

0
事業

r専門工事業者安全管理括動等促進事業Jの対象工事業種である建設業の専門工事業者におけるマネジメン
トシステムの導入を推進するとともに.これら専門工事業者に対する研修会等における参加考から安全管理括
動を行う上で有用であった旨の評価を8 0%以上得るo

O r中小地場給合工事業者等における総合的な労働災害防止対策の推進J事業に参加した中小総合工事業者に
おける安全衛生計画策定,下請の安全衛生括動に対する指導状祝く下請の安全衛生計画作成に対する指導等J
を高めるとともにlこれら中小総合工事業者に対する研修会等における参加者から安全管理活動を行う上で有
用であった旨の評価を8 0%以上得るp

O 建築工事等における墜落防止のため,手すり先行工法の普及率を高めるo

o r林業における作業の変化に対応した安全対策の推進J事業に参加した林業事業者における rかかり木処理
に係るガイドラインJに基づいた取組等の実施状況を高めるとともに,これら林業事業者に対する研修会にお
ける参加者から安全対策の推進に有用であった旨の評価を8 0 %以上得るo

O r交通労働災害防止対策推進事業Jの個別指導対象事業場における r交通労働災害防止のためのガイドライ
ンJに定める事項く適正な走行管理劉の実施率を高やる.

0 介護サ-ビス事業の業界団体の構成事業場において,安全衛生規定を作成,または作成予定の事業場の割合
を向上させるo

業
0 事業場における化学物質管理の充実を図るため1 GHS対応の表示.MSDS く化学物質等安全デ-タ-
シ-ト1記載例を2 0 0物質以上作成し公表するとともに,人材養成研修についてl参加者から適切な化学物
質管理の推准に有用であった旨の評価を8 0 %以上得るo

く独立行政法人I

0 独立行政鋲人産業安全研究所の中期目標 く別紙2Iを達成するo く対象期間
3月1

なお,平成1 7年度における目標は以下のとおり.

平成13年4月-平成18年

0 労働現場のニ-ズ及び行政ニ-ズに沿った調査及び研究を実施し-学会発表及び論文発衰---く行政に提出す-る
災害調査報告書を含む. Iの総数を,それぞれ年間6 0回以上及び4 0報以上報告とするo
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